






































来春 4 月 1 日停年~宵されることになりました。
先生は，現代の財政思想確立の基盤をつくられた処女作 l近世租税思想史』
をはじめ，数多くのご労作を発表され，以来学界において主導的役割Iをはたさ
れてきましたコ最大のご業績は， ~財政学概論』にみられるように，新憲法の
もとでの財政学の体系をうちたてられたことであります。このほか，地方財政
の研究におし、ても先べんをつけられました。また，理論的研究のみならず，民
主的地}j自治の確立を提唱され，研究の成果をひろく住民のために役立てる活
動をもすすめてこられま Lた。
先生のこ功績は，よれにととまるものではありません。ご在任中の研究や子
弟の指導のみならず学園紛争」の過程で，大学問題検討委員会の第3部会
長とし亡，大学改革についてもご活躍されたことを，とくにつけくわえなけれ
ばなりません。
京都大学経済学会は，先生の長年にわたる学恩に感謝L. ~経済論叢』の新
春 1月号を記念号として編集することになりました。先生のご指導をうけられ
た方々の労作を，ご退官を記念して一冊にまとめ，先生に捧げることができま
したことは，わたくしども一同ζのうえもないよろこびといたすと乙ろです。
先生が，今後とも，ますますご健康で，学界のためのみならず，ひろく国民
のためご活躍くださいますこと記心からお祈りいたします。
1973年 12月25日
経済学部長 木原lE雄
